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丸亀製麺、コナズ珈琲、肉のヤマ牛など 

トリドールグループ約 1,000 店舗で「顔認証」打刻導入 
 

食の感動体験を提供する株式会社トリドールホールディングス（東京都渋谷区、代

表取締役社長 兼 CEO 粟田 貴也）は、お客さまの目の前で調理する「手づくり・で

きたて」の商品を自社の強みとし、お客さまに向き合う時間をより捻出するためにデ

ジタルトランスフォーメーション（以下、DX）に取り組んでいます。この度、トリド

ールグループの外食ブランド「丸亀製麺」「コナズ珈琲」「肉のヤマ牛」など約 1,000

店舗ならびに特例子会社である株式会社トリドール D＆I で iPad 顔認証打刻システム

を導入したことをお知らせします。 

 

トリドールグループは従業員がより便利に、快適に働ける環境を整えることで、お

客さまに向き合う時間を一層生み出せるものと考えています。今回導入した顔認証打

刻は、トリドールグループの約 38,000 人が利用します。幅広い年齢や異なる背景を

持つさまざまな従業員が簡単に操作でき、同じタイミングに出勤・退勤が集中する場

合でもスムーズに、正確に、従業員が負担なく打刻することが可能となりました。 

トリドールグループではこれまでも従業員満足向上と適正な労務管理を目指し、指

紋認証や静脈認証の導入と検証を行ってきましたが、調理環境等により読み込みが困
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難になるといった問題がありました。そのため今回、顔認証打刻を導入し、店舗のパ

ソコンのみならず iPad や一部貸与携帯などでも操作可能となりました。 

 

   

■トリドールグループの DX 戦略 

成長の足枷となる IT 基盤を廃止し、予測不能な進化へ対応するため、2 つのビジョンに

よる DX 推進を進めています。 

DX ビジョン 2022：業務システムのモダナイズ、ノンコア業務・IT 基盤のオフバラン

ス推進 

DX ビジョン 2028：従業員のハピネス、お客様の感動体験を支えるビジネス基盤とデジ

タル活用基盤の深化とグローバル展開 

 

 
 

■トリドールグループの DX 対象範囲 

トリドールグループは、価値を創造し続けるため、人の手による「食の感動体験」の

創出にこだわり続けます。一方、投下資金や売上高に対する収益力を高めるために、

お客さまにおける体験価値に直結しない業務は DX により徹底的に合理化していきま

す。 



 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

［ お問い合わせ先 ］ 株式会社トリドールホールディングス サステナビリティ推進部 

TEL：03-4221-8900    https://www.toridoll.com/contact/media/index.html 

 

 

 

■DX ビジョン 2028：デジタル活用基盤の整備 

トリドールグループの DX を以下の 3 本柱が支えているものと考えています。 

 

 

トリドールグループはこれからも「食の感動で、この星を満たせ。」の実現に向

け、お客さまに食の感動体験をご提供するための DX に取り組んでまいります。 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

トリドールホールディングスについて 

「食の感動で、この星を満たせ。」をスローガンに掲げ、さまざまな業態の飲食チェ

ーンを展開し、味覚だけでなく五感が揺さぶられる、本能が歓ぶほどの感動を探求

し続けています。 

今後も「食の感動体験」をどこまでも追求し、世界中で唯一無二の日本発グローバ

ルフードカンパニーを目指して、予測不能な進化を遂げるため、国内のみならず海

外での展開を積極的に推進してまいります。 


